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【 自分とともに他者を大切にする力、豊かな人間性 】 

 〇 「特別の教科 道徳」では、保護者や地域の方の協力を得ながら人権尊重や生命尊重等の授業を実施してい 

きます。 

 〇 毎学期、生活に関するアンケートを取り、いじめの早期発見、早期解決、未然防止に努めています。 

〇 特別支援教育コーディネーター、管理職、各学年特別支援担当者、登校支援巡回教員、スクールカウンセラー 

をメンバーとして、毎週１回特別支援校内委員会を開き、生徒個々への適切な支援についての話し合いを行っ 

ています。必要に応じて保護者と連絡を取りながら支援を進めています。 

 〇 不登校対策として、別室登校のための「いちょう教室」を設置、登校支援巡回教員による登校支援を行いま 

す。また、特別支援校内委員会で不登校の個々のケースへの適切な支援を検討し、外部機関とも連携して 

対応します。学力向上パワーアップサポーターによる個別の学習指導を受けている生徒もいます。 

 〇 巡回教員等を活用した研修を実施するなど、全教職員の不登校への理解を深め、未然防止や早期発見、早 

期対応に向けて、組織的対応力を高めていきます。 

 

【 知識・技能、思考力、判断力、表現力､学びに向かう力 】 

〇 数学では、習熟度別の少人数授業によりきめ細やかに指導を実施しています。 

〇 タブレットやホワイトボードを活用したグループによる話し合い学習を、各教科・道徳・総合的な学習の時間で 

取り入れています。 

〇 教員の授業力向上のため、市内中学校合同で授業改善の研究授業を実施し、授業力の向上に努めています。 

〇 米国ノースカロライナ州の高校の生徒１０名ほどが来校し、全校での交流活動をする予定です。また、年に３回 

実用英語検定を実施し、希望者は校内で受験することができます。２年生の２学期には東京グローバルゲート 

ウェイでの英語活動の体験を行います。その他外国からの留学生との交流授業も行う予定です。 

『愛』    ＝自分とともに他者を大切にする力、豊かな心 

 『勉学』  ＝知識・技能、思考力、判断力、表現力､学びに向かう力 

 『自主性』＝新しい自分の可能性に挑戦し、よりよい社会を目指そうとする力 

 『健康』  ＝自分の心と身体の健康を把握し、その保持増進を目指す力 



 〇 学習に向かう習慣を育てるために、定期考査の２週間前から、学習計画表による家庭学習の指導を点検等 

を通じて実施しています。 

〇 図書館司書の協力も得ながら生徒図書委員会の活動によって、本に出合える環境を整えます。 

また、朝読書ですべての生徒が読書に親しむ環境を整えています。 

 〇 「書く力」の育成のため、週１回、自分の考えを文章で表す朝学習を設定、スクールサポートスタッフと退職ボラ 

ンティアが添削して返却する取組を継続的に行っています。 

 

【 新しい自分の可能性に挑戦し、よりよい社会を目指そうとする力 】 

 〇 青少協の地域行事（みなみちゃん祭り、芋の苗植え・芋掘り、もちつき体験とあそび）に、南中生がボランティア 

スタッフとして大勢参加し、自己有用感・自己肯定感を高める大切な機会となっています。 

 〇 昨年度は、科学部が地域へフィールドワークに出かけ、演劇部が地域公演を実施、茶道部がみなみちゃんまつり 

でお点前を行うなど、地域での部活動を通して地域社会への参画意識をもつ機会を設けています。 

 〇 校内の明るい雰囲気づくりのため、年間２回、専門委員会を中心に生徒による朝のあいさつ運動が行われて 

います。 

 〇 様々な活動への挑戦を奨励するため、学校内外の活動の表彰を全校朝礼で行うなど、活躍を他の生徒に紹 

介しています。 

 

【 自分の心と身体の健康を把握し、その保持増進を目指す力 】 

 〇 欠席、遅刻等の際には、保護者と担任の間で連絡を密に取り、生徒の心身の状態を家庭と学校で共通に把握 

します。 

 〇 毎月発行される保健だより、毎月の安全指導、保健体育の授業等で、その時々に応じて健康・安全への意識 

を育てています。 

 〇 毎月１回、様々な異なる状況を想定した避難訓練及び安全指導を実施します。また、外部機関の協力を得て 

地域合同防災訓練も実施しています。昨年度は避難拠点設置の講習を地域の方と共に実施いたしました。 

校内には災害時の非常食と水を生徒数分確保しています。 


